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いつもおうちでごはんをたべる時は、にぎやかだ。学校でその日なにがあったかほうこく。たの

しかった話。おいしかったきゅうしょくの話。おばあちゃんがつくったおいしいごはんをたべなが

らいろんな話をする。

ある日おばあちゃんがコロナになった。うつらないように、おばあちゃんとおかあさんとべつべ

つのくらしになった。ごはんも、かってきたおべんとうや、パンになってしまった。おいしくない

わけではないけど、何かちがった。いっしょにたべる人ずうもすくなくなったので、さみしい気も

ちでいっぱいだ。おばあちゃんがつくったマーボーナスがたべたいな。ナスの上にあまいおみそが

のっているのがたべたいな。

コロナがはやっている間、学校でもきゅうしょくの時間はもくしょくといって、ほかのともだち

と話をしないでたべなければいけなかった。今は、まわりのともだちと、すこし話をしながらたべ

てもよくなった。

「このおかずおいしいね。」

「お昼休み、何してあそぶ？」

など、いろいろな話をする。前のシーンとしていた時とちがって、ちょっとにぎやかになってた

のしい。きゅうしょくも、みんなとにこにこ話をしながらたべたほうが、おいしいきゅうしょくが

もっとおいしくかんじる。　

おばあちゃんがよくなったら、プールのバタフライのテストで合かくした話や、そだてていたト

マトが赤くなってしゅうかくした話とか、ほうこくしたいことがたくさんある。はやくたのしいご

はんの時間がもどってきてほしいな。

わたしにとって、ごはんをたべる時間は、手づくりのおいしいごはんをたべながら、たくさんお

話をしてにこにこ元気になれる、とくべつな時間だ。

とくべつなしょくじの時間
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